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DXデータセンターの整備状況
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〇BIM/CIM等の3次元データを一元的に保管し、受発注者が測量・調査・設計・施工・維持管理の事業
プロセスや災害対応等で円滑に共有するためのシステムとして「DXデータセンター」を構築

〇3次元データを取り扱うソフトウェアを搭載することにより、受発注者がBIM/CIM等の3次元データの閲覧、
作成、編集等を遠隔で行うことが可能

１．DXデータセンターの概要

作業領域
（国土交通省職員・民間事業者等が

クラウド的に利用）

VDIサーバー＋ソフトウェア

民間事業者等
（民間事業者等保有ソフトウェア利用）

アーカイブストレージ
（3次元データの保管）

民間事業者等
（DXデータセンター内ソフトウェア利用）

民間事業者等
端末

国土交通省
職員端末国土交通省職員

（DXデータセンター内ソフトウェア利用）

3次元データ

インターネット

国土交通省
DX-LAN
行政LAN

DXデータセンター

ダウンロード
アップロード

DXデータセンター
内部で作業

BIM/CIM

道路MMS
点群データ

河川3D
管内図

ソフトウェア

その他のデータ・・・

VDIサーバー

民間事業者等
端末

インターネット

DXデータセンター
内部で作業

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）
・3次元データの閲覧・作成・編集・分析・加工・統合等
（有償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）
・3次元データの閲覧・作成・編集・
分析・加工・統合等

（有償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧
（無償ソフトウェア利用）

・3次元データの閲覧・作成・編集・分析・
加工・統合等

・施工管理情報・点検情報等の貼付
・測量・調査・設計・施工・維持管理・災
害対応等での3次元データの共有、等

（有償ソフトウェア利用）

3次元データ

BIM/CIM

点群
データ
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データ共有サーバー

内部
ストレージ
（NAS）

VDIサーバー
ユーザ・アクセス
管理サーバー

データ共有サーバー

VDIサーバー

検索用サーバー

閲覧資料

WEB会議用サーバー

国土交通省
職員

受注者

ファイアウォール

DMZ側

DX-LAN
(100Gbps)
行政LAN

外部
ストレージ
（NAS）

国土交通省職員のみがアクセス可能 国土交通省職員と受注者がアクセス可能

受注者
作業領域
（工期中）

BIM/CIM
アーカイブ

道路局
（道路MMS点群データ）

水管理・国土保全局
（河川3D管内図）

令和4年4月
利用開始

令和4年9月中旬以降
順次利用開始

令和4年4月
利用開始

注）VDI：
Virtual Desktop Infrastructureの略、
別のコンピュータの画面を遠隔で操作する
技術のひとつ

注）NAS：
Network Attached Storageの略、
ネットワーク上で接続できるハードディスク

注）DMZ：
Demilitarized Zoneの略、
外部ネットワークとの緩衝地帯のこと

インターネットDX-LAN側

無償ソフトウェア
有償ソフトウェア

無償ソフトウェア
有償ソフトウェア

〇令和4年4月から、国土交通省職員の利用を開始
・内部ストレージの利用 ・無償ソフトウェアによる3次元データの閲覧 ・WEB会議システム

〇令和4年9月中旬以降、利用範囲を順次拡大
・インターネット経由での受注者の利用 ・有償ソフトウェアの利用（実証実験）

発注者
作業領域

２．システム構成と利用状況
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〇〇地方整備局

・データ共有等に活用
・全国交省職員が書き込み・閲覧可能
・必要に応じてパスワードを設定

〇内部ストレージの発注者作業領域では、各組織のフォルダの利用が可能
〇共有フォルダでは、全国交省職員によるデータ共有等が可能

３．発注者作業領域の利用
4

国土交通本省

・・・・・

共有フォルダ（本省）

国総研

発注者作業領域

〇〇地方整備局
各組織のフォルダ

国土地理院

・・・・・〇〇事務所

各事務所等のフォルダ
〇〇事務所・・・・・〇〇部

各部等のフォルダ
〇〇部

国土交通本省のフォルダ構成の例

ここです！

国土交通
本省

・データ共有等に活用
・全国交省職員が書き込み・閲覧可能
・必要に応じてパスワードを設定

共有フォルダ（〇〇地整）
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ソフトウェア

V-nas 3DViewer（川田テクノシステム）

TREND-CORE CIMビューア Free版（福井コンピュータ）

BIMvision

TerraExplorer

α-Flumen-Estrada3D（アジア航測）

CloudCompare

〇VDIを利用することにより、「専用ソフトウェアをインストールしていない汎用端末」からも、DXデータセンター
に保管したBIM/CIM等の3次元データの閲覧が可能

〇平成29～令和2年度の工事・業務のBIM/CIM（約800件）を保管しており、検索・閲覧が可能
〇河川3D管内図と道路MMS点群データを収集しており、閲覧が可能

４．BIM/CIM等の3次元データの閲覧
5

BIM/CIM 河川3D管内図 道路MMS点群データ
汎用端末

…

DXデータセンター

VDI VDI

国土交通省
職員

VDIサーバー ＋ 無償ソフトウェア（ビューアー）

VDIVDI

DX-LAN
行政LAN

搭載済みの無償ソフトウェア（令和4年8月時点）

専用ソフトウェアをインストールしていない
汎用端末で3次元データを閲覧可能

BIM/CIM

河川
3D管内図

点群データ
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受注者作業領域

５．受注者作業領域の利用
6

〇〇地整
××地整

〇〇事務所
・・・・・

工事・業務プロジェクト管理事務所内共有

〇〇事務所〇〇事務所

閲覧参考資料 〇〇拡幅

・・・・・

A工事 B工事 C工事

Y業務X業務

〇〇BPマ
ネ業務

〇〇ＢＰ関連 〇〇拡幅関連

〇〇ＢＰ

××災害

利用者向けフォルダ
（サポート情報等）

〇〇拡幅
マネ業務

Z業務

・発注者が、プロジェクト管理のためにプロ
ジェクト単位でフォルダを手動で作成

・発注者が、プロジェクトに関連する工事・
業務の受注者の閲覧・書き込みを許可

・マネジメント業務の受注者が、発注者に
代わり管理

・契約後に発注者が工事・業務
情報を入力し、工事・業務単
位のフォルダを自動的に作成

・工事・業務の受注者が、書き
込み可能

・発注者が、関連する工事・業
務の受注者の閲覧を許可

・発注者から受注者向
けの通知や資料等を
配布するために活用

・発注者が書き込み、
受注者が閲覧可能

共通データ受け渡し

・受発注者間のデー
タ受け渡しに活用

・必要に応じ、格納
ファイルにパスワード
を設定

・・・・・

貸与資料

A工事

X業務

・・・・・

ここです！
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６．有償ソフトウェアの利用（実証実験）
7

共同研究協定書締結

有償ソフトウェア搭載
利用ログの確認

運用管理

BIM/CIM活用方法の検討
研修実施方法の検討

DXデータセンターでBIM/CIMを作成・共有し
打合せ・段階確認・成果品作成等を実施

DXデータセンターで
BIM/CIMを閲覧・作成・編集

DXデータセンターの
利用支援

任意ベンダーと利用契約
利用料金の支払い
ソフトウェアの技術講習

技術調査課

国総研

モニター事務所
（地整・事務所）

モニター受注者
（施工業者、コンサルタント）

ソフトウェアベンダー
（共同研究参加企業）

DXデータセンター

〇BIM/CIM等の3次元データを取り扱う有償ソフトウェアをDXデータセンターに搭載し、国土交通省の工
事・業務において受発注者が3次元データの閲覧、作成、編集、共有等に利用

DXデータセンターにおける3次元データ利用環境の官民連携整備に関する共同研究
（国総研記者発表、R4.1.31、R4.4.26）

DXデータセンターで
BIM/CIMを閲覧・作成・編集
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共同研究参加企業のソフトウェアと代表的なユースケース
参加企業
ソフトウェア

オートデスク
AUTODESK AEC 
COLLECTION

川田テクノシステム
V-nasClair

フォーラムエイト
UC-1 BIM/CIMツール

福井コンピュータ
TREND-CORE

ESRIジャパン
ArcGIS

アイサンテクノロジー
WingEarth

三英技研
STRAXcube

代表的な
ユースケース

BIM/CIMの作成・
加工・編集・活用等

3D管内図の加工・
編集
3次元データを含む
様々なデータを同一
地図上に可視化

道路MMS点群デー
タなど様々な点群
データの加工・編集

道路設計時の地形
モデル、土工モデル、
統合モデルの作成
デジタル地図上での
道路線形のシミュレー
ション

※各社の有償ソフトウェアに加えて、無償ソフトウェア（ビューアー）も搭載する予定
※共同研究参加機関及びソフトウェアについては、今後、追加・変更される可能性あり

７．共同研究参加企業のソフトウェア（令和4年8月時点）
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８．実証実験の実施例
9

DXデータセンター

発注者 受注者

有償・無償ソフトウェア

ソフトウェアベンダー
（共同研究参加企業）

DXデータセンターで
BIM/CIMを作成・編集

DXデータセンターで
BIM/CIMを閲覧

DXデータセンターでBIM/CIMを共有し
打合せ・段階確認・成果品確認等を実施

搭載

有償ソフトウェア
利用契約

有償ソフトウェア
技術講習

〇受注者がBIM/CIM等の3次元データを作成・編集し、発注者が3次元データを閲覧することにより、受発
注者間で3次元データを共有
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